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技術分野における競争で海外に勝
てるわけがない」などと言って反感
を買っていますが、経験できないの
だから勝てないのは当たり前です。
　数学的に言えば、経験しないは
「ゼロ」です。一度経験すれば「1」
だとして、その差はどれくらいかと
言うと、「1－0＝1」ではなく、「1÷0＝
無限大」。つまり、経験するか、し
ないかでは無限大の差があるので
す。セグウェイは本当に安全なもの
か、ドローンにはどんな活用法があ
るかは、実際に経験しなければ判
断できません。先端技術に限った
ことではなく、あらゆる面で「考え
る力」を磨くうえで、まずは経験す
ることが大切だということを、ご理
解いただきたいと思います。

  「考える力」について、もうひとつ
大切なのが、ものごとを考えるうえ
での姿勢です。今、皆さんはこの
講演に参加されていますが、参加
にも4つの段階があります。皆さん
はどのレベルでしょう？
　まずはJust Sitting、座っている
だけという人。私はこういう人のた

　私は4年ほど前からハウステンボ
スの運営に関わり、ロボットを導入
した「変なホテル」のプロデュース
などを担ってきました。本日の講演
のテーマからすると、こうした経験
をもとに、ロボットやAI、IoTといっ
た先端技術を駆使してハウステンボ
スをV字回復させた経緯などを語る
べきでしょうが、それ以上に伝えた
いことがあります。それは、私が主
催する「考力塾」で語っている「考
える力の重要性」です。
  「考える力」を磨くうえで大切なの
は、頭の中だけで考えるのでなく、
実際に体験すること。セグウェイに
乗って登壇したり、ドローンを飛ば
したりと、ずいぶん変わった講演
で皆さん驚かれたと思いますが、
それは、こうした技術を皆さんに体
験していただきたかったからです。
　セグウェイもドローンも素晴らし
い技術で、すでに海外では積極的
に活用されていますが、なぜか日
本では自由に乗り回したり、飛ばし
たりできません。私はよく「日本は
“技術立国”と言っているが、先端

めに話す気はありません（笑）。そ
こからParticipate（消極的参加）、
そしてInvolve（積極的参加）とレ
ベルアップしていきますが、できれ
ば、もう一段上のEngage（主体的
参加）まで踏み込んでもらいたい。
  「主体的に参加する」という姿勢
は、先端技術についてだけでなく、
政治や人生について考えるうえでも
大切なことです。残念ながら、日
本人はこの面では非常に弱く、乱
暴な言い方をすれば「コピペ」で生
きているとも言えます。先端技術も
欧米のコピペですし、私を含めた
“団塊の世代”にありがちな「いい
大学を出て、いい会社に入るのが
成功」という考え方もコピペです。
　皆さんは自分の人生の幸せにつ
いて、コピペではなく、主体的に考
えていますか？「親が言うから」「周
りがそうだから」というのでなく、
自分の人生、自分の幸せは、自分
で考えてもらいたいと思います。

　ここまで「考える力」を磨くため
に必要なことを語ってきましたが、
ものごとを考えるためには何が必要
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講演録でしょうか？それを理解しやすいよ
う、私は20年ほど前に「情報のヒ
エラルキー（階層）」というものを作
りました。
　情報の基礎となるものが「デー
タ」です。データとは数値の羅列の
ようなもので、それ自体には意味
がありません。このデータの集合体
に意味を持たせたものが「情報」で
す。様 な々情報の中で、自分にとっ
て価値があると思ったものを頭にイ
ンプットする、これが「知識」です。
　知識は、ただ持っているだけでは、
お金と一緒で何の意味もありません。
知識を役立てるには「知恵」が必
要です。知恵という字は「知識を用
いて、人を恵む」、つまり幸せにす
るという意味です。知識は道具に
すぎません。経験や人間力を活かし
て知恵を使い、人を幸せにする。
これが大切なことであり、その究極
にあるのが「愛」です（図１）。
　私たちはデータや情報、そして
知識を使って、人を幸せにできるか
どうかが試されています。そこで私
が大切にしてほしいのは、「人」と
言っても「他人」ではなく、まず
「自分」を幸せにするということ。
自分が幸せになるために何が必要
かを、一人ひとりが主体的に考えて
ほしい。これが私の考えです。

　なぜ、本日のテーマでこんな話
をするかというと、AIやロボット、
IoTといった先端技術が人を幸せに
するかというと、決してそうではな
いと考えるからです。これらの技術
によって生産性が高まる、自由な時
間ができるというのは、確かにあり
がたいことです。しかし、果たして
それで人が幸せになったでしょうか？
　ひどい言い方になりますが、これ
らは人を幸せにしたのでなく、ラク
にしただけ。むしろラクになり過ぎ
ることで、私たち自身が経験できな

くなるのが心配です。今、AIが進
化して「第三世代」と言われていま
すが、それは「ディープラーニング
（機械学習）」と言って、AIが様 な々
データを認識し、自ら学んでいける
ようになったからです。このディープ
ラーニングというのは、じつは私た
ち人間が自然にやっていること。自
動化が進んで人間が実際に経験し
なくなればなるほど、こうした能力
が失われかねないと懸念しています。
　一方で、AIやロボットの方が効
率的だからといって、人の仕事が奪
われ始めているという現実がありま
す。技術が人の仕事を奪って、人を
不幸にするというのは、それは使い
方が良くないということ。だから私は
人をラクにするため、生産性を高め
るだけのロボットは作りません。人
の能力を引き出し、その引き出され
た能力によって幸せになる。そんな
ロボットを作るのが私のテーマです。

　何が幸せかは人によって異なりま
す。ですから、人間の幸せというの
は、やはり一人ひとりが考えるべき
こと。ある意味では「エゴ」ですか
ら、私はこれを「EGO-LOGY（自
己）」と呼んでいます。人が幸せに
なるためには周囲の環境が良くなけ
ればならないので「ECO-LOGY
（自然摂理）」も大切です。さらに、

環境を守るにはひとりの力では限界
があるので、企業レベルでの「ECO-
NOMY（環境経済）」が重要になり
ます。
　私はこの3つの「E」を調和した
「E-TRINITY」という概念を掲げ
ています。これは近年、世界中の
企業に求められているESG、すな
わち「Environment（環境対応）」
「Social（社会責任）」「Governance
（企業統治）」や、ダボス会議で採
択された「SDGｓ（持続可能な開発
目標）」の実現につながるものだと
考えています。
　こうしたことを考えていくうえで、
やはり大切なのは、皆さん一人ひと
りが実際に体験し、主体的に考え
ること。AIやロボット、IoTといっ
た技術を、どのように使えば人は幸
せになれるのか。ぜひ、自分のこ
ととして考えてみてください。　

技術は本当に
人を幸せにするのか？

人間の幸せを考えるうえで
重要な「E-TRINITY」とは？

▶図1 情報のヒエラルキー（階層）モデル
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